
石川県立美術館だより
第419号 平成30年9月1日発行

◦ ９月の企画展示室

◦ ９月の行事予定・百万石の文化講座

◦ 文化財現地見学参加者募集

◦ 特陳Topics「漆皮」

■   特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅰ【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■   特別陳列 漆皮 ―近代の文化財修復と伝承―【工芸】

■  漆の美【古美術】

■  鴨居 玲　教会 【近現代絵画】

■  秋の優品選 【近現代絵画・彫刻】

松田権六　《鷺蒔絵棚》広島県立美術館蔵

「URUSHI 伝統と革新」より

新村撰吉　《漆皮花蝶文盤》

「漆皮」より

特別展 URUSHI　伝統と革新
石川県立美術館開館35周年・日本伝統漆芸展第35回記念
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9月15日（土）〜10月14日（日）　会期中無休　前期：9月15日〜30日　後期：10月1日〜14日

磯井如真　《蒟醤丸盆》 東京国立近代美術館蔵 松田権六　《赤とんぼ蒔絵箱》（前期のみ）

京都国立近代美術館蔵

URUSHI　伝統と革新

石川県立美術館開館35周年・日本伝統漆芸展第35回記念

　

日
本
工
芸
会
漆
芸
部
会
の
展
覧
会
と
し
て
、
漆
芸
作

家
た
ち
の
登
竜
門
と
な
っ
て
い
る
日
本
伝
統
漆
芸
展

が
、
本
年
で
三
十
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
三
十
年

の
秋
季
企
画
展「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

伝
統
と
革
新
」
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
で
す
。
本
展
は

漆
芸
部
会
の
歴
史
を
た
ど
る
と
同
時
に
、
明
治
時
代
以

降
、
現
代
ま
で
の
漆
芸
作
家
た
ち
の
歩
み
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
り
、「
近
代
の
名
匠
」「
重
要
無
形
文
化
財
制
度

と
日
本
工
芸
会
」「
日
本
伝
統
漆
芸
展
へ
」「
現
在
を
つ
く

る
作
家
た
ち
」の
四
章
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
末

期
か
ら
戦
前
に
活
躍
し
た
近
代
の
名
匠
か
ら
、
歴
代
の

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
を
含
む
、
主
要
な
作
家
た
ち

と
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
若
手
作
家
ま
で
、
計
一
三
七

点
九
十
三
作
家
の
作
品
が
一
堂
に
介
し
ま
す
。

　

一
作
家
に
つ
き
一
～
二
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
が
、

石
川
県
出
身
の
不
世
出
の
名
匠
で
あ
り
、
日
本
工
芸
会

の
設
立
に
も
尽
力
し
た
松
田
権
六
の
作
品
は
、
東
京
美

術
学
校
の
卒
業
制
作
作
品
を
は
じ
め
十
一
点
展
示
し
ま

す（《
赤
と
ん
ぼ
蒔
絵
箱
》は
前
期
の
み
）。

　

本
展
は
石
川
県
立
美
術
館
・
そ
ご
う
美
術
館
・
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
の
三
館
に
巡
回
し
ま
す
が
、
展
示
作
品
数
が
最

も
多
く
、
松
田
の
代
表
作
で
あ
る《
蓬
萊
之
棚
》
と《
鷺

蒔
絵
棚
》（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）
の
二
点
を
同
時
に
ご

覧
い
た
だ
け
る
の
は
当
館
の
み
で
す
。
こ
の
二
点
が
介

す
る
の
は
平
成
十
九
年
に
当
館
と
東
京
国
立
近
代
美
術

館
工
芸
館
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た「
松
田
権
六

展
」以
来
と
な
り
ま
す
。

　

松
田
を
は
じ
め
、
本
展
で
紹
介
す
る
作
家
た
ち
の
存

在
が
あ
っ
て
こ
そ
、
伝
統
的
な
技
術
が
受
け
継
が
れ
、

優
れ
た
作
品
が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
個
々

の
作
品
の
魅
力
を
味
わ
う
の
み
な
ら
ず
、
漆
と
い
う
素

材
の
持
つ
多
様
性
、
未
来
へ
の
展
望
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
記
念
講
演
会

「
近
代
漆
芸
の
あ
ゆ
み
」

講
師
：
白
石
和
己 

氏
（
工
芸
評
論
家
、
本
展
監
修
）

日
時
：
九
月
三
十
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
先
着
二
〇
〇
名
）
、
聴
講
無
料

◆
い
し
か
わ
の
工
芸
文
化
魅
力
発
信
・
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
い
し
か
わ
の
工
芸
の
巨
匠
に
聞
く
」

出
演
：
前　

史
雄 
氏
（
重
要
無
形
文
化
財
「
沈
金
」
保
持
者
）

　
　
　

小
森
邦
衞 
氏
（
重
要
無
形
文
化
財
「
髹
漆
」
保
持
者
）

　
　
　

秋
本
和
美 
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

日
時
：
九
月
二
十
四
日
（
月
・
振
）
午
後
一
時
三
十
分
～

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
定
員
二
〇
〇
名
）
、
聴
講
無
料

申
込
：
県
文
化
振
興
課 
〇
七
六
－
二
二
五
－
一
三
七
一

◆
観
覧
料

一
　
般

大
学
生

個
　
人

一
、
〇
〇
〇
円

八
〇
〇
円

団
　
体

（
二
十
名
以
上
）

　

八
〇
〇
円

六
〇
〇
円

※
県
立
美
術
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
。
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主　　催：石川県立美術館・公益社団法人日本工芸会

　　　　　NHK金沢放送局・NHKプラネット中部

特別協力：東京国立近代美術館

　

今
回
の
特
集
は
、
企
画
展「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

伝
統

と
革
新
」に
関
連
し
て
、
館
蔵
品
、
寄
託
品
の
な
か
か
ら

中
国
と
日
本
の
漆
芸
の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。
宋
か
ら

明
の
時
代
に
中
国
の
漆
芸
は
大
き
な
展
開
を
む
か
え
ま

す
。
そ
し
て
同
じ
時
期
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
禅
宗
の
興
隆
に
と
も
な
っ
て
中
国
の

文
物
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、「
唐
物
」を
第
一
と
し
た
美
の

規
範
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
日
本
の
美
意
識
に

よ
っ
て
選
別
さ
れ
た
唐
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
加
賀
の
古
刹
大
乗
寺

に
伝
え
ら
れ
、
使
用
さ
れ
た
屈ぐ

輪り

や
堆
朱
な
ど
の
彫
漆

作
品
、
ま
た
小
堀
遠
州
の
目
利
き
に
よ
っ
て
加
賀
藩
主
・

前
田
家
が
入
手
し
た
螺
鈿
の
盆
な
ど
か
ら
、
日
本
に
お

い
て
中
国
の
漆
芸
が
ど
の
よ
う
に
賞
翫
さ
れ
た
か
の
一

端
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
日
本
の
漆
芸
で
は
、
ま
ず
加
賀
蒔
絵
の
ル
ー

ツ
か
ら
江
戸
時
代
の
展
開
を
、
五
十
嵐
派
と
清
水
九
兵

衛
の
作
風
を
意
識
し
な
が
ら
概
観
し
ま
す
。
加
賀
蒔
絵

の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
精
緻
な
絵
画
的
表
現
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
展
示
さ
れ
る
作
品
群
か
ら
、

時
代
が
異
な
る
作
家
た
ち
が
、
こ
の
特
徴
を
底
流
と
し

て
独
自
の
創
意
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
五
十
嵐
家
と
本
阿
弥
家
、
そ
し
て
宗
達
、
宗

雪
を
輩
出
し
た
俵
屋
の
様
々
な
つ
な
が
り
の
延
長
か

ら
、
県
文《
蒔
絵
螺
鈿
白
楽
天
図
硯
箱
》
な
ど
尾
形
光
琳

の
意
匠
に
基
づ
く
作
品
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
琳

派
の
活
動
を
考
え
る
と
、
近
代
的
な
美
術
や
工
芸
の
概

念
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
日
本
の
造
形
の
本
質
を
改
め

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

漆の美
9月1日（土）〜10月14日（日）　会期中無休

第2展示室 第7・8・9展示室

県文《蒔絵亀図鞍》　伝清水九兵衛作 山岸一男　《沈黒緑陰箱「能登有情」》

　

先
頃
、
石
川
県
の
漆
芸
作
家
・
山
岸
一
男
さ
ん
が
重
要
無
形
文
化
財「
沈
金
」保
持
者
の
認
定
を
答
申
さ
れ

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
で
す
。
こ
れ
で
石
川
県
ゆ
か
り（
県
出
身
・
在
住
）の
人
間
国
宝
は
、
現
存
作
家

九
名
を
含
む
二
十
三
名
と
な
り
ま
す
。
二
十
三
名
の
内
訳
は
、
陶
芸
二
名
、
染
織
三
名
、
金
工
三
名
、
刀
剣
一
名
、

木
工
三
名
、
諸
工
芸（
截
金
）一
名
、
そ
し
て
漆
芸
が
最
も
多
く
十
名
で
す
。
漆
芸
の
人
間
国
宝
は
物
故
者
も

含
め
て
合
計
二
十
二
名
で
す
の
で
、
石
川
県
は
多
く
の
優
れ
た
漆
芸
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
が
、
数
字

か
ら
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
展
で
は
歴
代
の
人
間
国
宝
二
十
二
名
、
す
べ
て
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学芸員の眼
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増村紀一郎　《漆皮朱塗提盤》石川県輪島漆芸美術館蔵新村撰吉　《漆皮蒔絵箱》

　

漆
皮
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
動
物
の
皮
革
を

素
地
と
し
た
漆
器
の
こ
と
で
す
。
東
大
寺
正
倉
院
や

大
阪
の
四
天
王
寺
に
は
、
奈
良
時
代
の
例
が
の
こ
り
、

こ
の
頃
隆
盛
し
た
技
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
漆
皮
作

品
に
触
れ
て
み
る
と
、
軽
く
、
手
ざ
わ
り
に
革
独
特

の
な
じ
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
組
物
や
指
物

の
よ
う
な
き
っ
ち
り
し
た
角
を
持
た
ず
、
柔
ら
か
く

カ
ー
ブ
を
帯
び
た
形
と
な
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
ど

こ
と
な
く
漂
う
大
ら
か
な
雰
囲
気
も
、
こ
う
し
た
性

質
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
年
月
が
経
つ
と

皮
革
が
ね
じ
れ
、
小
さ
な
蜘
蛛
手
状
の
ひ
び
割
れ
を

生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
皮
革
の
処
理
に
は

時
間
的
に
も
費
用
的
に
も
、
大
き
な
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
平
安
時
代
に
な
る
と
、
現
在
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
木
の
素
地
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
期
に
入
り
、
古
い
文
化
財
の
修
復

や
模
造
が
始
ま
る
と
、
当
時
の
技
法
に
再
び
注
目
が

集
ま
り
ま
す
。
そ
の
中
で
漆
皮
に
注
目
し
た
の
が
金

沢
出
身
の
新
村
撰
吉（
一
九
〇
七
～
一
九
八
三
）で
す
。

新
村
は
木
型
に
革
を
あ
て
て
打
ち
延
ば
し
、
強
い
力

で
締
め
上
げ
て
成
型
す
る
こ
と
で
、
漆
皮
の
技
法
を

よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
日
本
伝
統
工
芸
展
に
い
く

つ
も
の
漆
皮
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
が
、
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
が
新
鮮
な
印
象
を
与
え
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
後
、
輪
島
・
金
沢
で
活
躍
し
た
坂
下
直
大
は
独
自

に
研
究
を
重
ね
、
ね
じ
れ
を
生
じ
に
く
い
漆
皮
の
制

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
展
示
で
は
新
村
、
坂
下

に
加
え
、
現
在
も
活
躍
を
続
け
る
増
村
紀
一
郎
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
三
者
三
様
の
漆
皮
作
品
を
ど
う

ぞ
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

漆
し っ

皮
ぴ

　―近代の文化財修復と伝承―

第5展示室

9月1日（土）〜10月14日（日）　会期中無休

　

石
川
県
の
近
代
漆
芸
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
や
は
り
松
田
権
六
の
影
響
力
で
し
ょ
う
。
金
沢

出
身
の
松
田
は
石
川
県
立
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
美
術
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
大
学
で
は
、
全
国

の
文
化
財
を
調
査
し
た
六
角
紫
水
に
師
事
し
、
自
ら
の
教
え
子
に
も
古
い
技
法
の
研
究
を
勧
め
ま
し

た
。
新
村
撰
吉
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
た
。
新
村
は
、
大
阪
の
四
天
王
寺
が
空
襲
の
被
害
を
受
け
た
あ
と
、

新
し
く
経
巻
を
納
め
る
た
め
の
漆
皮
箱
を
制
作
・
奉
納
し
ま
し
た
。
箱
は
一
つ
ず
つ
桐
の
抽
斗
に
入
れ

ら
れ
、
ゆ
が
み
も
ひ
び
割
れ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
四
天
王
寺
で

撮
影
し
た
作
品
写
真
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
技
法
で
制
作
さ
れ
た
漆
皮
箱
を
展
示

し
ま
す
。

学芸員の眼
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鴨居玲　《教会》 国宝《十五番歌合》　伝藤原公任筆（部分）

　

今
回
の
特
別
陳
列
で
は
、
国
宝《
十
五
番
歌
合
》
伝
藤
原
公

任
筆
を
全
巻
展
示
し
ま
す
。
本
作
は
、
紀
貫
之
・
凡
河
内
躬

恒
か
ら
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
ま
で
歌
仙
三
十
人
の
秀
歌

を
一
首
ず
つ
選
び
、
左
右
に
番
え
た
歌
合
で
す
。
撰
者
は
平

安
時
代
中
期
の
公
卿
・
歌
人
で
あ
る
藤
原
公
任（
九
六
六
～

一
〇
四
一
）と
さ
れ
、
成
立
時
期
は
寛
弘
五
年（
一
〇
〇
八
）か

ら
翌
六
年
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
任
は
こ
れ

に
次
い
で
も
う
一
つ「
十
五
番
歌
合
」
を
撰
し
た
た
め
、
前
者

を「
前
十
五
番
歌
合
」、
後
者
を「
後
十
五
番
歌
合
」
と
い
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

も
と
は
十
五
番
三
十
首
の
完
本
で
し
た
が
、
そ
の
後
古
筆

収
集
の
流
行
に
伴
い
切
断
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
断
簡
が
十
五

首
分
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
七
番
紀
友
則
・
藤
原

清
正
、
八
番
小
野
小
町
、
九
番
坂
上
是
則
・
藤
原
元
真
、
十
番

藤
原
仲
文
・
菅
原
輔
昭
、
十
一
番
斎
宮
女
御
の
八
首
分
を
も
と

に
、
他
の
二
十
二
首
を
江
戸
時
代
前
期
の
公
卿
で
書
家
・
古
筆

家
で
も
あ
っ
た
中
院
通
村（
一
五
八
八
～
一
六
五
三
）が
蝋
摺

や
雲
母
摺
文
様
の
倣
製
唐
紙
を
用
い
て
補
写
し
、
一
巻
に
仕

立
て
た
の
が
本
作
で
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
企
画
展「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

伝
統
と
革

新
」
に
関
連
し
て
、
重
文《
扇
面
散
蒔
絵
手
箱
》
も
展
示
し
ま

す
。
本
作
は
室
町
時
代
十
六
世
紀
の
優
品
で
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
に
前
田
家
十
六
代
の
利
為
が
、
金
沢
出
身
で
漆

芸
界
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
松
田
権
六
に
修
復
を
依
頼
し
て

い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
松
田
に
よ
る
修
復

図
面
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
制
作
活
動
の
み

な
ら
ず
、
文
化
財
の
修
復
に
も
尽
力
し
た「
漆
聖
」
の
重
要
な

側
面
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鴨
居
玲
が
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て
最
初
に
教
会
を
描
く
の
は
、

昭
和
四
十
四
年
の
こ
と
で
、
以
後
、
六
十
年（
一
九
八
五
）に
不

慮
の
死
を
遂
げ
る
ま
で
、
人
間
の「
生
き
様
」
を
テ
ー
マ
に
人

物
、
裸
婦
、
自
画
像
と
同
時
に
、〝
教
会
〟を
モ
チ
ー
フ
に
一
連

の
作
品
群
を
繰
り
返
し
描
く
の
で
し
た
。

　

は
じ
め
、
教
会
は
地
上
に
建
ち
、
写
実
的
で
は
あ
る
も
の

の
、
入
り
口
の
扉
も
窓
も
な
く
、
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

拒
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
や
が
て
外
界
と
の
交
渉
を

拒
否
し
た
よ
う
な
非
現
実
の
教
会
と
な
り
、
傾
き
、
そ
し
て

飛
び
立
ち
、
宙
に
浮
か
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
地

に
激
突
し
た
り
、
波
に
の
み
込
ま
れ
る
と
い
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
館
の「
教
会
」
は
、
鴨
居
自
身
か
ら
当
館
に
寄
附
い
た
だ

い
た
作
品
で
、
小
品
の
多
い
教
会
シ
リ
ー
ズ
で
は
一
〇
〇
号

大
と
い
う
最
大
級
の
も
の
で
、
昭
和
五
十
三
年
の
二
紀
会
第

三
十
一
回
展
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
重
い
グ
リ
ー
ン
の
空
間

に
巨
大
な
教
会
が
浮
き
上
が
り
、
大
地
に
は
十
字
架
を
形

ど
っ
た
教
会
の
影
が
映
さ
れ
る
と
い
う
シ
ュ
ー
ル
な
世
界
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

作
者
は
六
十
年
に
自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
二
十
年
近
い「
教
会
シ
リ
ー
ズ
」は
、
画
家
鴨
居
玲
が「
神
」

を
通
し
、
生
き
る
こ
と
、
描
く
こ
と
の
意
味
を
探
し
求
め
た

心
の
軌
跡
、
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で「
教
会
」は
、
鴨
居
玲
の
も
う
一
つ
の

自
画
像
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

鴨居 玲　教会
9月1日（土）〜10月14日（日）　会期中無休

加賀藩の美術工芸Ⅰ
9月1日（土）〜10月14日（日）　会期中無休

第3展示室 前田育徳会尊經閣文庫分館
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近
現
代
絵
画
・
彫
刻
の「
秋
の
優
品
選
」
の
各
分
野
の
作
品

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

洋
画
で
は
、
鴨
居
玲
の
特
集
に
ち
な
み
、
鴨
居
の
師
・
宮
本

三
郎
の《
裸
女
達
に
捧
ぐ
》
と《
熱
叢
夢
》
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。
前
者
は
裸
婦
が
二
人
横
た
わ
り
、
そ
の
周
り
を
花
や
楽

器
が
と
り
ま
い
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
を
務
め
て
く
れ
る
裸
婦

に
感
謝
の
音
楽
と
花
々
を
捧
げ
た
の
で
す
。後
者
は
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の「
レ
ダ
と
白
鳥
」の
テ
ー
マ
を
翻
案
し
た
も
の
で
す
。

　

日
本
画
は「
月
」
を
テ
ー
マ
に
紹
介
し
ま
す
。
我
々
東
ア
ジ

ア
の
住
人
に
秋
の
観
月
は
格
別
な
も
の
。
ま
た「
行
く
末
は
空

も
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
い
づ
る
月
影
」と
詠
ま
れ

た
よ
う
に
、
月
と
武
蔵
野
も
情
趣
深
く
、
古
く
か
ら
好
ま
れ

た
画
題
で
す
。
稲
元
実《
武
蔵
野
》
は
、
満
月
に
薄
や
秋
草
を

配
し
た
現
代
の
武
蔵
野
図
で
す
。

　

彫
刻
で
は
、
乾
漆
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
中
島
東

洋《
婦
人
像
》
は
、
色
漆
が
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
堀
義
雄
は
、
赤
・
青
な
ど
の
彩
漆
を

用
い
、
生
命
の
源
泉
を
テ
ー
マ
と
し
た
乾
漆
彫
刻
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は《
転
生
》
や《
悲
愁
の
曼
荼
羅
》
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
そ
の
他
、
大
小
様
々
な
彫
刻
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

素
描
・
版
画
で
は
、
展
示
替
え
毎
に
脇
田
和
の
作
品
を
お
楽

し
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
十
五
歳
に
ド
イ
ツ

に
渡
り
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
学
校
在
学
中
に
学
ん
だ
人
物

デ
ッ
サ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
デ
フ
ォ
ル
メ
を
伴
っ
て
い

て
も
、
安
定
を
感
じ
さ
せ
る
脇
田
作
品
。
そ
の
魅
力
が
、
緻
密

に
観
察
し
描
写
す
る
厳
格
な
デ
ッ
サ
ン
力
か
ら
き
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

加
賀
友
禅
技
術
保
存
会
は
、
現
在
十
名
の
友
禅
作
家
が
会

員
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
加
賀
友
禅
の
正
統
な
技
術
保
存
と

後
継
者
育
成
の
た
め
、
石
川
県
の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
の
が
こ
の
展
覧
会
で
す
。

　

第
三
十
二
回
展
よ
り
公
募
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
広
く

一
般
の
方
々
も
出
品
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
賀
友

禅
に
お
け
る
新
し
い
感
性
と
創
造
的
作
品
の
数
々
に 
加
え
て

今
回
、
四
十
回
を
記
念
し
て
第
七
展
示
室
に
当
会
の
歴
代
受

賞
者
や
保
存
会
会
員
先
駆
者
の
方
々
の
石
川
県
立
美
術
館
所

蔵
品
を
中
心
に
四
十
二
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

※
毎
日
十
三
時
三
十
分
よ
り
作
品
解
説
が
あ
り
ま
す
。

◇
入
場
料　

四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）
高
校
生
以
下
無
料　

　

※
（　
　

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

◇
主　

催　

加
賀
友
禅
技
術
保
存
会

◇
連
絡
先　

金
沢
市
小
将
町
八
－
八　

加
賀
友
禅
会
館
内　

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
事
務
局

　
　

電
話　

〇
七
六
－
二
二
四
－
五
五
一
一

伝統加賀友禅工芸展
9月6日（木）〜10日（月）　会期中無休

秋の優品選
9月1日（土）〜10月14日（日）　会期中無休

9月の企画展示室（第7・8・9展示室） 第4・6展示室

稲元実　《武蔵野》

　

前
号
の
美
術
館
だ
よ
り
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

２
ペ
ー
ジ
の
広
重
展
の
観
覧
料
は
、

　

正
し
く
は
高
大
生
七
〇
〇
（
五
〇
〇
）
円
、
小
中
生
四
〇
〇
（
二
〇
〇
）
円
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

第40回
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期　
　

日
：
十
月
二
十
日
（
土
）
～
二
十
一
日
（
日
）

参
加
料
金
：
友
の
会
会
員　

二
三
、
〇
〇
〇
円　
　

会
員
以
外　

二
四
、
〇
〇
〇
円

応
募
締
切
：
九
月
十
四
日
（
金
）
必
着

日
程
／
出
発　

十
月
二
十
日　

午
前
七
時　
　

帰
着　

十
月
二
十
一
日　

午
後
七
時
頃

発
着
／
金
沢
駅　

金
沢
駅
西
口
団
体
バ
ス
乗
り
場

※
移
動
は
す
べ
て
貸
切
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

※
宿
泊
は
お
一
人
様
一
室
（
シ
ン
グ
ル
）
と
な
り
ま
す
。

◆
見
学
地

【
洲
原
神
社
】

正
式
祈
祷
の
後
、
岐
阜
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
を
含
め
、
宮
司
の
ご
説
明
を

聞
き
な
が
ら
拝
観
し
ま
す
。

【
清
泰
寺
】

京
風
の
寺
院
建
築
様
式
と
金
森
宗
和
作
の
庭
園
を
、
住
職
の
ご
説
明
を
聞
き
な
が
ら
拝
観
し

ま
す
。

【
荒
川
豊
蔵
資
料
館
】

志
野
・
瀬
戸
黒
で
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
故
・
荒
川
豊
蔵
の
、
自
身
の

作
品
や
工
房
な
ど
を
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。

【
可
児
市
郷
土
歴
史
館
】

「
可
児
の
地
質
時
代
か
ら
現
代
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
可
児
市
の
文
化
財
に
つ
い
て
解
説
を
聞

き
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。
ま
た
、
桃
山
陶
の
優
品
も
鑑
賞
し
ま
す
。

【
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
】

国
指
定
史
跡
で
美
濃
地
域
最
古
の
連
房
式
登
窯
の
遺
構
を
見
学
し
ま
す
。

【
多
治
見
市
美
濃
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
】

美
濃
焼
誕
生
か
ら
現
代
の
美
濃
焼
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
品
や

陶
片
を
含
め
て
鑑
賞
し
ま
す
。

【
岐
阜
県
博
物
館
】

展
覧
会「
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
美
濃
池
田
家
─
大
御
乳
・
池
田
恒
興
・
輝
政
の
戦
い
─
」
を
、
自

由
に
鑑
賞
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に「
文
化
財
見
学
希
望
」と
明
記
し
、
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
・
会
員
番
号
を
記
載
の
う
え
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。
定
員
四
十
二
名
、応
募
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
あ
て
先

〒
九
二
〇
－
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二
－
一

石
川
県
立
美
術
館
「
文
化
財
現
地
見
学
」
係

※
行
程
に
徒
歩
移
動
や
坂
道
、
階
段
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
脚
に
不
安
の
あ
る
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

９
月
の
行
事
予
定

百
万
石
の
文
化
講
座

　

本
年
度
も
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
魅
力
発
信
事
業
の
一
環
と
し
て「
百
万
石
の

文
化
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
深
く
共
感
し
、
財
団

の
設
立
な
ど
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
文
武
二
道
を
基
盤
と
し
た
加
賀
藩
主
・
前
田
家

の
文
化
政
策
を
継
承
し
た
、
前
田
家
十
六
代
・
前
田
利
為
の
事
績
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
公
益

財
団
法
人　

前
田
育
徳
会
の
原
点
を
再
認
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
時
：
十
月
七
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　

講
師
：
菊
池
浩
幸
氏
（
公
財　

前
田
育
徳
会
主
幹
）

　

演
題
：
前
田
利
為
侯
と
美
術
工
芸

　

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル
（
聴
講
無
料
・
先
着
順
）

第
49
回 

文
化
財
現
地
見
学 

参
加
者
募
集

■
土
曜
講
座　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

８
日
（
土
）

鴨
居
と
教
会

二
木
伸
一
郎

15
日
（
土
）

文
化
財
を
護
る 

―
文
化
財
保
護
法
と
国
宝
―

谷
口　

出

22
日
（
土
）

近
代
の
文
化
財
修
復 

―
漆
皮
を
中
心
に
―

有
賀　

茜

29
日
（
土
）

日
本
工
芸
会　

漆
芸
部
会
の
作
家
た
ち

寺
川
和
子
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尊經閣文庫分館

第２展示室

平成30年10月18日（木）

 　　　　　～11月19日（月） 加賀藩の美術工芸Ⅱ 石川の文化財

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室 １Ｆ企画展示室

秋の優品選 画家とやきもの 秋の優品選

第65回
日本伝統工芸展

10月26日（金）　　　

　～11月4日（日）

　

坂
下
直
大（
一
九
三
七
～
二
〇
一
五
）は
岐
阜
県

に
生
ま
れ
、
輪
島
で
の
生
活
を
経
て
、
金
沢
で
活

躍
し
た
作
家
で
す
。
二
代
呉
藤
友
乗（
一
九
〇
五
～

二
〇
〇
一
）に
師
事
し
ま
し
た
。
坂
下
が
漆
皮
作
品

を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
自
分
と
違
う

こ
と
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
師
匠
の
言
葉
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
胸
に
、

正
倉
院
展
に
通
っ
て
漆
皮
の
技
法
を
追
究
、
改
良

し
て
い
く
の
で
す
。

　

漆
皮
に
用
い
ら
れ
る
皮
革
は
大
体
が
鹿
、
牛
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
坂
下
は
自
ら
皮
の
処
理
を
行

い
、
生
皮
か
ら
肉
を
削
ぎ
、
毛
を
抜
い
て
乾
か
す

と
い
う
工
程
に
一
週
間
以
上
か
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
皮
を
一
度
水
に
浸
し
て
や
わ
ら
か
く
し
、

木
型
に
当
て
て
木
槌
で
打
ち
延
ば
し
な
が
ら
器
形

を
作
り
ま
す
。
漆
皮
作
品
の
弱
点
は
、
皮
革
が
ゆ

が
ん
で「
く
る
い
」
を
生
じ
や
す
い
こ
と
で
す
。
坂

下
は
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
に
心
を
砕
き
、

竹
ひ
ご
や
曲
輪
と
組
み
合
わ
せ
て
強
度
を
高
め
な

が
ら
、
技
法
に
制
限
さ
れ
な
い
器
形
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
本
作
品
は
、
漆
皮
の
盤
を
木
製
の
脚
で

支
え
、
ま
る
で
盤
が
捧
げ
持
た
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
も
見
え
ま
す
。
坂
下
は
平
成
二
十
七
年
に
亡

く
な
る
ま
で
多
く
の
漆
皮
作
品
を
手
が
け
、
工
程

見
本
な
ど
も
制
作
し
ま
し
た
。
工
程
と
あ
わ
せ
、

漆
皮
作
品
の
本
来
持
つ
優
美
さ
、
そ
し
て
新
た
な

魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《漆皮盛器「華揺」》 しっぴもりき　かよう 　坂下直大　さかした・なおだい

金沢美術工芸大学寄託 昭和12年～平成27年（1937－2015）

縦30.0cm 横30.0cm 高8.5cm　平成25年（2013）第60回日本伝統工芸展

漆皮 ―近代の文化財修復と伝承― 特陳Topics


